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研究成果の概要（和文）：本研究課題は早期英語学習の認知脳科学的研究の基盤を構築することを目指し、研究
組織や研究手法を確立しながら、子供（日本人小学生）や大人（日本人大学生）から大量の言語学的・認知脳科
学的データの取得を行ってきた。その結果、日本語母語話者の英語習得において学習者の年齢がどのような影響
を持つのかについて、英語力だけでなく国語力や脳機能の観点から意義深いデータが取得できた。特に、学習者
の年齢効果は一般に信じられているよりも複雑なものであることが示唆された。構築した研究基盤をもとに今後
さらなる研究の発展が期待できる。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed to build a foundation for cognitive neuroscience
 studies on early English learning. While establishing a research team and resserch methods, we have
 collected a large amount of linguistic and cognitive neuroscience data from children (Japanese 
elementary school students) and adults (Japanese university students). We obtained valuable data on 
how the age of learners influences English acquisition by native Japanese speakers, not only in 
terms of English proficiency but also in academic Japanese ability and brain function. In 
particular, the effects of learner age are suggested to be more complex than is generally believed. 
Based on the research foundation we have established, further development of the research is 
expected.

研究分野：第二言語習得論
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
早期英語学習は昨今、研究者の想像よりも速いスピードで社会に浸透している。我が子の個人的な体験を親が発
信している例はあるものの、早期英語学習に関する客観的なデータは未だ乏しい。本研究課題は様々な英語学習
経験を持つ小学生から英語・国語・脳機能に関するデータを取得することで、早期英語について学術的な知見を
社会に提供することを目指した。こうした研究は子供の第二言語習得に関する科学的な解明に役立つだけでな
く、広く社会で早期英語学習を考えていく上での基礎的なデータを提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
早期英語学習は、幼児や小学生低学年などの若い年齢の子どもが外国語として英語を学ぶ

ことを指す。この研究分野では、学習者の年齢が第二言語習得にどのような影響を及ぼすかが一
つの重要なテーマであり、一般的には年齢が低いほど良いとされるものの、この主張には賛否両
論が存在する。たとえば、スペインの研究では、年少者よりも年長者の方が（少なくとも学習の
初期においては）英語学習スピードが速いと報告されており、これは早期英語学習の利点を否定
するデータと解釈することができる。 
日本においても、2020年から小学校での英語の教科化が始まったが、小学校英語の効果に

ついての研究者間でのコンセンサスは得られていない。小学校英語は授業数が少なく、仮に子供
が高い言語習得能力を持っていたとしても、それが発揮できるほどの言語接触が得られないと
考えられる。この能力が発揮されるには数千時間の言語学習が必要であると予想され、日本の通
常の公教育だけでは達成が困難である。このような背景もあり、今の日本では親が家庭内で子供
のために英語環境を作り出すなどの工夫が行われている。 
こうした環境下で育った子どもたちの中で、高度な英語力を獲得している例もインターネ

ットを通して報告されているが、非常に長い英語学習が子どもの脳機能や日本語能力、その他の
認知能力にどのような影響を与えるかについては、まだ解明されていない部分が多い。この問題
に対して、科学的なデータの取得が求められており、早期英語学習の社会的な影響やリスクにつ
いての議論なども行っていく必要がある。 
早期英語教育が一般化する中で、それが子どもたちにどのような長期的な利益や影響をも

たらすかを理解するために、さらなる綿密な研究が必要である。こうした背景の中、本課題の研
究代表者は、以前から英語学習における年齢効果に着目し、子供を含む様々な年齢の学習者を対
象に研究を行ってきた。本課題を開始する頃には、子供を対象とした研究において、超長時間の
英語接触を経験した日本人小学生の中に非常に高い英語スピーキング能力を備えた子供が実際
に存在することが示唆されつつあった。 
 
 
２．研究の目的 
学術的問い「早期英語学習により脳がどのように変化するのか」に答えるため、超長時間の

英語学習を経験している子どもを中心とした複数の被験者グループから信頼度の高い脳機能デ
ータを取得し、社会に提供しながら、早期英語学習の認知脳科学という研究領域を創出するため
の基礎を作ることを目的とした。上記の問いは学術的に新しいだけでなく社会的関心も高いも
のである。この問いを英語力、日本語力・国語力、言語以外の一般的認知能力というより具体的
な観点に分割して、それぞれ別々にデータを取得することを目指した。 
 
３．研究の方法 
100 人以上の被験者に対して、英語スピーキング課題、国語テスト、脳波計測の 3種類の手

法を用いて実験を実施した。参加した被験者は関東在住で両親ともに日本人の小学生および大
学生である。英語学習経験によって言語・認知機能がどのように変化し得るのか調べるために、
様々な英語学習経験を持つ小学生を被験者としてリクルートした。英語経験の開始が早く長時
間にわたる小学生の場合、0歳から開始し実験参加時点でトータル英語接触時間が 1万時間を越
えている小学生も含まれていた。これらのケースでは、自宅で親が英語環境を作ることによって
進める「おうち英語」を経験している児童や、主に英語で授業を行うインターナショナルスクー
ルに通う児童がいた。また、英語学習はしているがそこまで超長時間ではない小学生や、英語学
習経験がほぼない小学生も参加した。また、特別な早期英語学習経験のない国立大学の現役大学
生も被験者となった。 
英語学習経験が英語力の発達に与える効果の検証には、英語 4 技能の中で日本人英語学習

者にとって最も発達が遅い英語スピーキングを課題として用いた。超長時間の英語学習経験を
持つ小学生はかなり高い英語スピーキング能力が備わっていると予想できたので、海外の大学
生を対象とする研究が用いた課題をそのまま利用した。その課題を日本の大学生が実施した場
合にどの程度の成績になるのか調べるため、日本人大学生の被験者に同じ課題を受けてもらっ
た（このスピーキング課題を実施できるほどには高い英語スピーキング能力がなかった小学生
には別のもう少し難易度の低い英語スピーキング課題を与えたが現在も分析途中であるため本
報告書ではこれ以上触れない）。 
日本語の発達については、参加した小学生はみな日本人の両親のもとで生まれ育ち、生活言

語としての日本語使用能力には大きな差がないと考えられたため、より個人差が出やすいであ
ろう国語に着目した。国語力を調べるためには、学習指導要領に準拠した国語テストである標研
式 CDT 国語を用いた。これには小学校の学年ごとに異なるテストが用意されており、小学生の学
年に合わせて実施した。 
最後に、英語学習経験と脳機能の関連を調べるために脳波の一種である事象関連脳電位

（ERP）を取得した。この ERP 実験では小学生を対象とした過去の研究に基づき、被験者の前に



置いたモニターにまず絵を呈示し、その状態でスピーカーを通して日本語もしくは英語の単語
を音声呈示して被験者に聞かせた。単語はモニターの絵とマッチしている場合（マッチ条件）と
マッチしていない場合（ミスマッチ条件）があり、単語に対する ERP 反応においてマッチ・ミス
マッチの 2条件の間の違いを観察した。使用した日本語の単語は、未就学児でもほぼ 100％理解
できる非常に基本的なものであり、英語は意味的に最も対応する単語を用いた。 
 
４．研究成果 
本研究課題では非常に多くのデータを取得したので、そこから様々な観察が可能だったが、

データから得られた主要な知見は以下の通りである。 
英語スピーキング課題の結果については、興味深い点が 2つあった。一つ目は、超長時間の

英語学習経験を持つ小学生の何人かは大学生の平均を越えるような英語産出量・流暢性を示し
た点である。被験者の小学生は大学生よりも約 10 歳年下であり、今後の 10 年でさらに伸びが期
待できると考えると、現時点で非常に高い英語スピーキング能力を獲得していると考えられる。
2 点目は、英語学習をしていてもトータル英語接触時間が 5000 時間を下回る小学生のほとんど
が、英語スピーキング課題をこなすことが出来なかった点である。大学生も全員、英語接触時間
が 5000 時間以下であったが、彼らは逆に全員が課題をこなすことが出来ていた。このことから、
トータル英語接触時間が数千時間を下回る場合には、同じ接触時間で比べると高い年齢で英語
学習を開始した学習者の方が有利であることが示唆された。 
国語力テストについては、学習の環境による違いが示された。まずこの調査では、英語接触

が 1000 時間未満の小学生を低接触グループとして基準としてみなした。おうち英語を経験して
いる小学生はトータル英語接触がいくら長くなっても、国語テストの成績において低接触グル
ープと明確な差がなかった。これらの 2 グループは英語接触の長さに関係なく 70％以上の正答
率を収めた。一方で、インターナショナルスクールに通う小学生は、英語接触時間が長くなるに
つれて国語テストの正答率の個人差が大きくなる傾向があり、長くなっても 70％以上の正答率
をキープできている子もいる一方で、これを遥かに下回る子も複数確認された。また、英語接触
時間ではなく学校の学年で分けた場合、学年が上がると国語テスト正答率は下がる傾向があっ
た。ただし、これらの傾向についてはより大規模な調査で裏付ける必要がある。 
脳機能については、小学生の英単語に対する反応はおおむね過去の研究が報告しているよ

うに、英語学習が進むのに応じて脳反応が変化していく様子が確認できた。今回着目したのはむ
しろ日本語に対する反応であり、英語よりも興味深い傾向が観察された。分析対象とした小学生
を英語接触時間により低接触グループ、高接触グループ、超長時間接触グループに分けた場合、
日本語の基本的な単語に対する脳反応にも差が見られた。具体的には英語接触時間が長いグル
ープは、日本語のミスマッチ条件において N400 と呼ばれる ERP 成分は大きく、逆に、LPC と呼
ばれる ERP 成分は小さくなっていた。特に低接触グループと超長時間接触グループを比較する
と LPC において顕著な違いがあった。 
上記の知見を総合的に考えると、日本語母語話者が日本国内で行う早期英語学習によって

脳は非常にゆっくりではあるが大きく変化していくことが示唆される。英語学習が直接的に影
響する英語力の発達については、一般社会で期待されるような幼少期におけるスピードの速い
英語学習はデータによって支持されず、むしろ最初はゆっくりだが英語接触が超長時間になっ
た場合に後から伸びてくるような発達の軌跡が指示された。超長時間の英語接触を確保できた
場合には子供の英語能力は非常に大きく伸びていたと考えられる。超長時間の英語接触は、おう
ち英語への取り組みや、インターナショナルスクールを通して確保されていたが、おうち英語経
験者は学年相当の国語力が保たれていた一方、インターナショナルスクールの生徒は学年が上
がったり英語接触が長くなると国語力が同学年よりも低いケースが見られた。このことから早
期英語の学習環境によって学習言語（生活言語ではなく）の発達に差が出る可能性が示唆された。
学習言語的な側面まで含めると小学校入学以降も母語能力は大きく変化していると考えられる。
日本語の生活言語的なごく基本的な側面についても、事象関連脳電位の計測により、長時間の早
期英語学習が日本語単語処理に影響する可能性が示唆された。しかしながら、この影響の性質は
今のところ不明であり良いとも悪いとも言えないことと、この実験は相関関係を調べているに
すぎず因果関係まで踏み込んだ強い主張はできないことに留意する必要がある。特に、超長時間
の英語接触を受けてきた子供たちの日本語脳内処理が最初から普通の子供たちと異なっている
可能性に留意すべきである。 
子供が海外に移住して第二言語をコミュニケーションの中で使いながら自然に習得してい

く過程を調べた研究は海外でよく行われている。自国に留まりながら行う外国語学習の研究は
目標言語への接触時間が短いケースを対象にしている研究がほとんどだったが、本研究課題は
外国語としての英語学習に取り組みながらも非常に長い時間の英語接触を経験した子供を対象
にしている点で意義深い。家庭で取り組む早期英語学習は両親ともに英語が喋れない場合、自然
と映像教材を用いるようになるが、本研究課題の英語スピーキング課題の結果を見ると、映像教
材にも一定の効果があるのかもしれない。これは言語学や第二言語習得における主流の見方と
は相反する。しかし、映像教材の単独の効果を検出できたわけではなく今後も研究が必要である。
他にも、早期英語学習経験者が大人になった時の最終到達点など、研究者にとって興味深いテー
マは数多くある。今後、早期英語をテーマとする研究をより大きく展開していきたい。 
最後に社会的な意義について触れたい。早期英語学習はインターネット上で保護者が情報



発信する中で広まっている側面があるが、個人的な体験にとどまっているケースが大半で、社会
的な関心の高さに比べて客観的なデータは乏しい。本研究課題は実際に子供たちから沢山のデ
ータを取得することで早期英語の実像を明らかにすることを目指しただけでなく、日本言語学
会特別公開シンポジウムなどで広く社会にデータを還元できた点で、社会的な貢献も一定程度
できたと考えられる。我々の研究チームは SNS 上で保護者と良いコミュニケーションを取るこ
とを心掛けており、今後も保護者と協力しながら研究を進め、より価値の高いデータを社会に還
元していきたい。 
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